
(57)【要約】

　　【課題】　吸収フィルタの光学特性を微妙に調節し

て観察することができる光路切換装置及びこれを備える

倒立顕微鏡を提供する。

　　【解決手段】　第１対物レンズとこの第１対物レン

ズからの平行光束を結像する第２対物レンズとの間に配

置される光路切換装置であって、少なくともダイクロイ

ックミラー３７ａ，３７ｃを第１、第２対物レンズ間の

光軸に配置可能にするフィルタブロック用ターレット３

２と独立して移動可能な吸収フィルタ用ターレット５２

を第１、第２対物レンズ間の光軸に配置した。吸収フィ

ルタ用ターレット５２は少なくともダイクロイックミラ

ー３７ａ，３７ｃを通過した光のうち特定の波長の光を

吸収する吸収フィルタ５５ａ，５１ｃを備えている。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 対 物 レ ン ズ と こ の 第 １ 対 物 レ ン ズ か ら の 平 行 光 束 を 結 像 す る 第 ２ 対 物 レ ン ズ と の 間
に 配 置 さ れ る 光 路 切 換 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー を 前 記 第 １ 、 第 ２ 対 物 レ ン ズ 間 の 光 軸 に 配 置 可 能 に す
る 第 １ の 移 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 移 動 部 材 と 独 立 し て 移 動 可 能 で あ り 、 少 な く と も 前 記 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー
を 通 過 し た 光 の う ち 特 定 の 波 長 の 光 を 吸 収 す る 吸 収 フ ィ ル タ を 前 記 第 １ 、 第 ２ 対 物 レ ン ズ
間 の 光 軸 に 配 置 可 能 に す る 第 ２ の 移 動 部 材 と
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 光 路 切 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 光 路 切 換 装 置 を 備 え て い る 倒 立 顕 微 鏡 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 移 動 部 材 が 前 記
第 ２ 対 物 レ ン ズ を 内 蔵 す る 顕 微 鏡 ベ ー ス に 着 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 倒 立 顕 微 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 移 動 部 材 を 駆 動 す る 電 動 駆 動 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ 記 載 の 倒 立 顕 微 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 顕 微 鏡 ベ ー ス を 、 ス テ ー ジ 、 照 明 支 柱 に 対 し て 分 離 可 能 に し 、
　 前 記 顕 微 鏡 ベ ー ス と 前 記 ス テ ー ジ と の 間 、 前 記 顕 微 鏡 ベ ー ス と 前 記 照 明 支 柱 と の 間 に 、
前 記 第 ２ の 移 動 部 材 を 収 容 す る ケ ー ス の 厚 み に 対 応 す る 厚 み を 有 す る ス ペ ー サ 部 材 を 、 配
置 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 倒 立 顕 微 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 光 路 切 換 装 置 及 び こ れ を 備 え る 倒 立 顕 微 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 光 学 切 換 装 置 と し て 、 投 光 部 か ら の 照 明 光 を 選 択 し て 透 過 さ せ る 複 数 の 励 起 フ ィ
ル タ が 設 け ら れ た 第 １ の タ ー レ ッ ト と 、 励 起 フ ィ ル タ を 透 過 し た 照 明 光 を 選 択 し て 試 料 面
へ 反 射 さ せ る と と も に 、 試 料 面 か ら の 蛍 光 を 透 過 さ せ る ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー が 設 け ら れ
た 第 ２ の タ ー レ ッ ト と 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー を 透 過 し た 蛍 光 を 選 択 し て 透 過 さ せ る 吸 収
フ ィ ル タ が 設 け ら れ た 第 ３ の タ ー レ ッ ト と で 構 成 さ れ た も の が あ る (特 開 平 ８ － ９ ４ ９ ４
０ 号 公 報 参 照 )。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 １ の タ ー レ ッ ト 、 第 ２ の タ ー レ ッ ト 及 び 第 ３ の タ ー レ ッ ト を そ れ ぞ れ 独 立 し て 同 一 の
中 心 軸 周 り へ 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ４ ９ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 光 路 切 換 装 置 を 備 え る 倒 立 顕 微 鏡 は 吸 収 フ ィ ル タ を ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー と と も に
対 物 レ ン ズ の 光 軸 上 に 選 択 配 置 す る 構 成 で あ り 、 他 の 吸 収 フ ィ ル タ を 光 軸 上 に 追 加 配 置 す
る こ と は で き な い 。 し た が っ て 、 吸 収 フ ィ ル タ の 光 学 特 性 を 微 妙 に 調 節 し て 観 察 す る こ と
は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 課 題 は 吸 収 フ ィ ル タ の 光 学 特
性 を 微 妙 に 調 節 し て 観 察 す る こ と が で き る 光 路 切 換 装 置 及 び こ れ を 備 え る 倒 立 顕 微 鏡 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 第 １ 対 物 レ ン ズ と こ の 第 １ 対 物 レ ン ズ
か ら の 平 行 光 束 を 結 像 す る 第 ２ 対 物 レ ン ズ と の 間 に 配 置 さ れ る 光 路 切 換 装 置 で あ っ て 、 少
な く と も ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー を 前 記 第 １ 、 第 ２ 対 物 レ ン ズ 間 の 光 軸 に 配 置 可 能 に す る 第
１ の 移 動 部 材 と 、 前 記 第 １ の 移 動 部 材 と 独 立 し て 移 動 可 能 で あ り 、 少 な く と も 前 記 ダ イ ク
ロ イ ッ ク ミ ラ ー を 通 過 し た 光 の う ち 特 定 の 波 長 の 光 を 吸 収 す る 吸 収 フ ィ ル タ を 前 記 第 １ 、
第 ２ 対 物 レ ン ズ 間 の 光 軸 に 配 置 可 能 に す る 第 ２ の 移 動 部 材 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 光 路 切 換 装 置 を 備 え て い る 倒 立 顕 微 鏡 で あ っ て 、
前 記 第 ２ の 移 動 部 材 が 前 記 第 ２ 対 物 レ ン ズ を 内 蔵 す る 顕 微 鏡 ベ ー ス に 着 脱 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 倒 立 顕 微 鏡 に お い て 、 前 記 第 １ 、 第 ２
移 動 部 材 を 駆 動 す る 電 動 駆 動 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 倒 立 顕 微 鏡 に お い て 、 前 記 顕 微 鏡 ベ ー
ス を 、 ス テ ー ジ 、 照 明 支 柱 に 対 し て 分 離 可 能 に し 、 前 記 顕 微 鏡 ベ ー ス と 前 記 ス テ ー ジ と の
間 、 前 記 顕 微 鏡 ベ ー ス と 前 記 照 明 支 柱 と の 間 に 、 前 記 第 ２ の 移 動 部 材 を 収 容 す る ケ ー ス の
厚 み に 対 応 す る 厚 み を 有 す る ス ペ ー サ 部 材 を 、 配 置 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 吸 収 フ ィ ル タ の 光 学 特 性 を 微 妙 に 調 節 し て 観 察 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 倒 立 顕 微 鏡 の 側 面 図 、 図 ２ は そ の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 倒 立 顕 微 鏡 は 、 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ と 、 照 明 支 柱 ２ ０ と 、 接 眼 鏡 筒 ２ ５ と 、 ス テ ー ジ
１ １ と 、 第 １ 対 物 レ ン ズ ４ ０ と 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ と 、 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装
置 ５ ０ と 、 落 射 蛍 光 装 置 ７ ０ と を 備 え て い る 。 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ 内 に は 第 ２ 対 物 レ ン ズ ６
０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 落 射 蛍 光 装 置 ７ ０ は 倒 立 顕 微 鏡 で 落 射 蛍 光 観 察 を 行 う た め に 使 用 さ れ る 。 落 射 蛍 光 装 置
７ ０ は 水 銀 ラ ン プ ７ １ と 試 料 ５ を 照 明 す る た め の 照 明 投 光 装 置 ７ ２ と フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切
換 装 置 ３ ０ と を 備 え る 。 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ に は 少 な く と も 励 起 フ ィ ル タ ３ ５
ａ 、 ３ ５ ｃ 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｃ 等 が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 対 物 レ ン ズ ６ ０ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ の 下 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 背 面 側 に は 照 明 支 柱 ２ ０ が 支 持 さ れ て い る 。 照 明 支 柱 ２ ０ は 顕 微 鏡
ベ ー ス １ ０ に 対 し て 分 離 可 能 で あ る 。 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 上 部 と 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 下 部
と の 間 に は ス ペ ー サ 部 材 ８ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 ス ペ ー サ 部 材 ８ ０ を 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ と
照 明 支 柱 ２ ０ と の 間 か ら 取 り 外 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 照 明 支 柱 ２ ０ の 上 部 に は ラ ン プ ハ ウ ス ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 照 明 支 柱 ２ ０ の 上
部 に は 取 付 部 ２ ２ を 介 し て コ ン デ ン サ レ ン ズ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 照 明 支 柱 ２ ０ 、 ラ ン
プ ハ ウ ス ２ １ 、 コ ン デ ン サ レ ン ズ ２ ３ 及 び ミ ラ ー ２ ４ で 透 過 照 明 系 が 構 成 さ れ 、 試 料 ５ の
照 明 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 正 面 側 に は 接 眼 鏡 筒 ２ ５ が 着 脱 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 接 眼 鏡 筒 ２
５ に は ミ ラ ー ２ ６ 等 の 光 学 部 材 が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 側 面 に は 例 え ば マ ウ ン ト ９ ５ （ 図 ２ 参 照 ） に よ っ て 保 持 さ れ た モ ノ
ク ロ Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ９ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ の 底 面 に は 例 え ば
マ ウ ン ト ９ ６ に よ っ て 保 持 さ れ た カ ラ ー Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ９ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 複 数 の 第 １ 対 物 レ ン ズ ４ ０ は レ ボ ル バ ４ １ に 装 着 さ れ 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０
と ス テ ー ジ １ １ と の 間 に 位 置 し て い る 。 レ ボ ル バ ４ １ は レ ボ ル バ 上 下 動 機 構 ４ ５ に 設 け ら
れ 、 対 物 レ ン ズ ４ ０ の 光 軸 方 向 へ 移 動 で き る 。 レ ボ ル バ 上 下 動 機 構 ４ ５ は 上 下 に 分 割 可 能
で あ り 、 そ の 間 に ス ペ ー サ 部 材 ８ ２ が 配 置 す る こ と が で き る 。 ス ペ ー サ 部 材 ８ ２ は 取 り 外
す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 対 物 レ ン ズ ４ ０ の 上 方 に は 試 料 ５ を 載 置 し た ス テ ー ジ １ １ が 位 置 し て い る 。 ス テ ー ジ １
１ の 一 端 は 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ に 直 接 支 持 さ れ 、 他 端 は ス ペ ー サ 部 材 ８ １ を 介 し て 顕 微 鏡 ベ
ー ス １ ０ に 支 持 さ れ て い る 。 ス テ ー ジ １ １ は 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ に 対 し て 分 離 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス ペ ー サ 部 材 ８ ０ ， ８ １ ， ８ ２ の 高 さ は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス ペ ー サ 部 材 ８ １ を ス テ ー ジ １ １ と 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ と の 間 か ら 取 り 外 す こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ペ ー サ 部 材 ８ ０ ， ８ １ を 装 着 す る こ と に よ っ て ス テ ー ジ １ １ が 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ に 対
し て 第 １ 対 物 レ ン ズ ４ ０ の 光 軸 方 向 上 方 へ 移 動 す る 。 ス ペ ー サ 部 材 ８ ２ を 装 着 す る こ と に
よ っ て 、 レ ボ ル バ ４ １ が ス テ ー ジ ４ １ と 同 じ 高 さ だ け 上 方 へ 移 動 し 、 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ と
レ ボ ル バ ４ １ と の 間 の 空 間 部 が 広 が る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 空 間 部 内 で あ っ て フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ の 下 方 に 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５
０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５ ０ の 上 下 方 向 （ 光 軸 方 向 ） の 高 さ は ス ペ ー サ 部 材 ８ ０ ， ８ １ ，
８ ２ の そ れ ぞ れ の 高 さ 以 下 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５ ０ は 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 観
察 に 応 じ て 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５ ０ を 取 り 外 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は 図 ３
の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ の 下 方 に 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ３ １ ｃ ， ３ １ ｄ と
フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト （ 第 １ の 移 動 部 材 ） ３ ２ と フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 ケ ー ス ３ ３
と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ に は 励 起 フ ィ ル タ ３ ５ ａ と 吸 収 フ ィ ル タ ３ ６ ａ と ダ イ ク ロ イ ッ
ク ミ ラ ー ３ ７ ａ と が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ｂ に は 励 起 フ ィ ル タ ３ ５ ｂ と 吸 収 フ ィ ル タ ３ ６ ｂ と ダ イ ク ロ イ ッ
ク ミ ラ ー ３ ７ ｂ と が 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ｃ に は 励 起 フ ィ ル タ ３ ５ ｃ と ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ７ ｃ と が 固
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ｄ に は 励 起 フ ィ ル タ ３ ５ ｄ と ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ７ ｄ と が 固
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ３ １ ｃ ， ３ １ ｄ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３
２ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２ の 断 面 は Ｈ 形 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 ケ ー ス ３ ３ 内 に 収 納 さ れ て い
る 。 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 ケ ー ス ３ ３ に 設 け ら れ た 回
転 軸 ３ ２ ａ を 中 心 と し て 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２ の 上 側 の 円 板 ３ ２ ａ の 外 周 面 に は 歯 （ 図 示 せ ず ） が
形 成 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２ の 円 板 ３ ２ ａ の 一 部 は フ ィ ル タ ブ ロ
ッ ク 用 ケ ー ス ３ ３ の 孔 ３ ３ ａ か ら 外 部 に 突 出 す る 。 円 板 ３ ２ ａ の 歯 は 、 モ ー タ （ 電 動 駆 動
手 段 ） Ｍ の 回 転 軸 に 接 続 さ れ た 円 板 Ｄ の 周 縁 部 に 形 成 さ れ た 歯 （ 図 示 せ ず ） と 噛 み 合 っ て
い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 ケ ー ス ３ ３ は 取 り 付 け 板 １ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 取 り 付 け 板 １ ５ は
取 り 付 け 脚 ５ ５ に ボ ル ト ５ ５ ｅ ， ５ ５ ｆ で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 切 換 装 置 ５ ０ は 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト （ 第 ２ の 移 動 部 材 ） ５ ２ と 吸 収
フ ィ ル タ 用 ケ ー ス ５ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ に は 穴 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， ５ １ ｄ が 形 成 さ れ て い
る 。 穴 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， ５ １ ｄ は 通 し 穴 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 穴 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ 内 に は そ れ ぞ れ 吸 収 フ ィ ル タ ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ ， ５ ５ ｃ が 装 着
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 穴 ５ １ ｄ に は 何 も 装 着 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ は 吸 収 フ ィ ル タ 用 ケ ー ス ５ ３ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 吸 収
フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ は 吸 収 フ ィ ル タ 用 ケ ー ス ５ ３ に 設 け ら れ た 回 転 軸 ５ ２ ａ を 中 心
と し て 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ の 外 周 面 に は ば ね ５ ７ の 付 勢 力 に よ っ て 付 勢 さ れ た 爪 部
５ ７ ａ が 嵌 ま り 込 む 溝 ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ ， ５ ４ ｃ ， ５ ４ ｄ が 等 間 隔 で 設 け ら れ て い る 。 一 端
が 取 り 付 け 脚 ５ ５ に 固 定 さ れ た ば ね ５ ７ と 、 こ の ば ね ５ ７ の 他 端 に 装 着 さ れ た 爪 部 ５ ７ ａ
と 、 穴 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， ５ １ ｄ の 各 々 に 対 応 す る 溝 ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ ， ５ ４ ｃ ， ５
４ ｄ と に よ っ て ク リ ッ ク 機 構 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 吸 収 フ ィ ル タ 用 ケ ー ス ５ ３ は 取 り 付 け 脚 ５ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 取 り 付 け 脚 ５ ５ は ボ ル
ト ５ ６ ｅ ， ５ ６ ｆ で 顕 微 鏡 ベ ー ス １ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 落 射 蛍 光 観 察 時 、 水 銀 ラ ン プ ７ １ か ら の 光 は 照 明 投 光 装 置 ７ ２ 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換
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装 置 ３ ０ 、 第 １ 対 物 レ ン ズ ４ ０ を 通 じ て 試 料 ５ へ 入 射 さ れ る 。 試 料 ５ か ら の 蛍 光 は 第 １ 対
物 レ ン ズ ４ ０ 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 切 換 装 置 ３ ０ を 通 じ て 第 ２ 対 物 レ ン ズ ６ ０ に 導 か れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 試 料 ５ か ら の 蛍 光 は 第 ２ 対 物 レ ン ズ ６ ０ で 結 像 さ れ 、 ハ ー フ プ リ ズ ム ６ １ で 分 岐 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ハ ー フ プ リ ズ ム ６ １ で 反 射 さ れ た 蛍 光 は 第 １ の ポ ー ト ９ ５ を 介 し て モ ノ ク ロ Ｃ Ｃ Ｄ カ メ
ラ ９ ０ へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ハ ー フ プ リ ズ ム ６ １ を 透 過 し た 蛍 光 は ダ イ ク ロ イ ッ ク プ リ ズ ム ６ ２ で 分 岐 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ダ イ ク ロ イ ッ ク プ リ ズ ム ６ ２ を 透 過 し た 蛍 光 は 第 ２ の ポ ー ト ９ ６ を 介 し て カ ラ ー Ｃ Ｃ Ｄ
カ メ ラ ９ １ へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ダ イ ク ロ イ ッ ク プ リ ズ ム ６ ２ で 反 射 さ れ た 蛍 光 は ミ ラ ー １ ６ を 介 し て 接 眼 鏡 筒 ２ ５ へ 導
か れ る 。 蛍 光 は 鏡 筒 ２ ５ の ミ ラ ー ２ ６ を 介 し て 双 眼 部 ２ ７ へ 導 か れ 、 双 眼 部 ２ ７ で 結 像 す
る 。 結 像 し た 像 は 接 眼 レ ン ズ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 肉 眼 で 観 察 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 例 え ば 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ７ ａ で 取 得 さ れ る ３ 波 長 の 蛍 光 像 を 取 得 す る 場 合 、 そ
れ ぞ れ の 波 長 に 対 応 し た 吸 収 フ ィ ル タ ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 及 び ５ ５ ｃ を 順 次 切 り 換 え て 、 吸 収
フ ィ ル タ ３ ６ ａ の 光 学 特 性 を 調 節 し 、 モ ノ ク ロ Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ９ ０ で 単 一 波 長 の 蛍 光 像 を 順
次 取 得 し て 、 画 像 処 理 （ 蛍 光 像 の 重 ね 合 わ せ 処 理 ） を 行 う 。 一 方 、 カ ラ ー Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ９
１ で は 取 得 し た 像 に 対 す る 画 像 処 理 は 行 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 画 像 の 明 る さ を 重 視 し た 観 察 を し た い 場 合 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３ ２
の フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ と 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ の 穴 ５ １ ｄ と を 対 物 レ ン ズ ４
０ ， ６ ０ の 光 軸 上 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 明 る さ よ り も コ ン ト ラ ス ト を 重 視 し た い 場 合 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト ３
２ の フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ と 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト ５ ２ の 吸 収 フ ィ ル タ ５ ５ ａ と を
対 物 レ ン ズ ４ ０ ， ６ ０ の 光 軸 上 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ 、 ３ ７ ｃ 、 ３ ７ ｄ を 光
軸 上 に 選 択 配 置 す る こ と が で き る し 、 更 に 、 吸 収 フ ィ ル タ ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ ， ５ ５ ｃ を 光 軸
上 に 追 加 配 置 で き る た め 、 吸 収 フ ィ ル タ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ の 光 学 特 性 を 微 妙 に 調 節 し て 観 察
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 は 、 蛍 光 観 察 の １ つ で あ る Ｆ Ｒ Ｅ Ｔ （ Ｆ ｌ ｕ ｏ ｒ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｃ ｅ 　
Ｒ ｅ ｓ ｏ ｎ ａ ｎ ｔ 　 Ｅ ｎ ｅ ｒ ｇ ｙ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｅ ｒ ） 観 察 で 必 要 と さ れ る １ 波 長 励 起 ２
波 長 蛍 光 観 察 に も 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 更 に 、 肉 眼 で 蛍 光 観 察 し な が ら カ メ ラ ９ ０ ， ９ １ で 同 時 に 蛍 光 画 像 を 取 得 す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 倒 立 顕 微 鏡 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 倒 立 顕 微 鏡 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ３ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ ０ 　 顕 微 鏡 ベ ー ス
　 １ １ 　 ス テ ー ジ
　 ２ ０ 　 照 明 支 柱
　 ３ ２ 　 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク 用 タ ー レ ッ ト （ 第 １ の 移 動 部 材 ）
　 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ ， ３ ７ ｃ ， ３ ７ ｄ 　 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー
　 ４ ０ 　 第 １ 対 物 レ ン ズ
　 ５ ５ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ 　 吸 収 フ ィ ル タ
　 ５ ２ 　 吸 収 フ ィ ル タ 用 タ ー レ ッ ト （ 第 ２ の 移 動 部 材 ）
　 ５ ３ 　 吸 収 フ ィ ル タ 用 ケ ー ス
　 ６ ０ 　 第 ２ 対 物 レ ン ズ
　 ８ ０ ， ８ １ ， ８ ２ 　 ス ペ ー サ 部 材
　 Ｍ 　 モ ー タ （ 電 動 駆 動 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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